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前
に
始
ま
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
か
つ
て
は
地
域
内
の
お
宮
か

ら
堤
ま
で
を
移
動
し
な
が
ら
踊
っ

て
い
た
そ
う
で
す
。

住す
み

吉よ
し

日ひ

吉よ
し

神
社
雨
乞
い
太
鼓

花は
な

房ぶ
さ

台
地
南
側
に
あ
る
菊
池
市

泗
水
町
住
吉
に
伝
わ
る
住
吉
日
吉

神
社
雨
乞
い
太
鼓
は
、
今
か
ら
約

５
０
０
年
前
、
こ
の
地
を
治
め
て

い
た
合こ

う

志し

隆た
か

門か
ど

に
よ
っ
て
始
め
ら

れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　こ
れ
ら
の
雨
乞
い
踊
り
、
雨
乞

い
太
鼓
は
そ
れ
ぞ
れ
の
曲
や
踊
り

は
異
な
り
ま
す
が
「
大
太
鼓
や
鉦か

ね

（
銅ど

鑼ら

）を
打
ち
鳴
ら
す
」「
浴
衣

姿
の
踊
り
手
が
蓑み

の

笠が
さ

を
か
ぶ
る
」

「
輪
に
な
っ
て
踊
る
も
の
が
多
い
」

な
ど
、
共
通
す
る
部
分
も
あ
る
よ

う
で
す
。
中
に
は
踊
り
手
の
腰
に

大
き
な
ひ
ょ
う
た
ん
を
ぶ
ら
下
げ

て
、
こ
っ
け
い
な
動
き
で
場
を
に

ぎ
わ
せ
る
も
の
も
見
ら
れ
ま
す
。

　（担
当
：
山
鹿
市
社
会
教
育
課
）

坂
）が
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
い

ず
れ
も
は
っ
き
り
と
し
た
由
来
は

分
か
り
ま
せ
ん
が
、
迫
は
少
な
く

と
も
１
８
０
年
、
相
良
は
３
０
０

年
以
上
、
小
坂
は
５
０
０
年
以
上

昔
か
ら
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
迫
で
は
「
明
治
37
年
」と
墨す

み

書が

き
の
残
る
大
太
鼓
が
今
も
使
わ

れ
て
い
ま
す
。
相
良
は
踊
り
手
が

ほ
ぼ
女
性
で
、
男
装
し
た
二
人
が

踊
り
の
輪
に
加
わ
り
ま
す
。
小
坂

は
踊
り
の
形
態
が
古
く
、
念ね

ん

仏ぶ
つ

踊

り
の
形
が
変
わ
っ
た
も
の
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
菊
池
川
に
面
し
た
平
地

の
集
落
で
も
雨
乞
い
踊
り
が
継
承

さ
れ
て
い
ま
す
。
宗む

な

方か
た

万ま
ん

行ぎ
ょ
う

は
山

鹿
大
橋
近
く
の
宗
方
区
に
伝
わ
る

雨
乞
い
踊
り
で
、
今
か
ら
３
０
０

年
以
上
前
に
願が

ん

誉よ

と
い
う
僧
が
伝

え
、
そ
の
名
が
訛な

ま

っ
て
「
万
行
」

と
呼
ば
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
中
川
橋
に
近
い
川か

わ

北き
た

区
（
鹿

本
町
中
川
）に
伝
わ
る
川
北
雨
乞

い
踊
り
は
、
今
か
ら
約
４
０
０
年

米
作
り
に
は
、
土
地
と
水
が
欠

か
せ
ま
せ
ん
。
現
在
の
よ
う
な
か

ん
が
い
施
設
が
整
っ
て
い
な
い
時

代
、
雨
不
足
（
水
不
足
）は
米
の

収
穫
減
少
に
直
結
し
て
い
た
た

め
、
農
家
に
と
っ
て
死
活
問
題
で

し
た
。「
苦
し
い
と
き
の
神
頼
み
」

の
言
葉
に
あ
る
よ
う
に
、
水
不
足

に
な
る
と
人
々
は
踊
っ
た
り
、
太

鼓
を
た
た
い
た
り
し
て
、
雨
が
降

る
よ
う
に
神
へ
祈
り
ま
し
た
。
か

つ
て
は
各
地
で
踊
ら
れ
て
い
た
よ

う
で
す
が
、
社
会
の
変
化
と
水
利

環
境
の
向
上
な
ど
に
よ
っ
て
、
次

第
に
数
を
減
ら
し
て
い
ま
す
。

　今
回
は
山
鹿
市
と
菊
池
市
の
雨あ

ま

乞ご

い
踊
り
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

山
鹿
市
の
雨
乞
い
踊
り

　山
鹿
市
北
部
の
山
あ
い
に
は
、

迫さ
こ

雨
乞
い
太
鼓
踊
り
（
鹿
北
町
芋い

も

生う

）、
相あ

い

良ら

雨
乞
い
踊
り
（
菊
鹿

町
相
良
）、小お

坂さ
か

雨
乞
い
踊
り
（
小

降
雨
を
祈
る
ま
つ
り
①

住
すみ

吉
よし

日
ひ

吉
よし

神
じん

社
じゃ

雨
あま

乞
ご

い太鼓（菊池市泗水町住吉）川
かわ

北
きた

雨乞い踊り（山鹿市鹿本町中川）

■
菊
池
一
族
と
延え

ん

寿じ
ゅ

鍛か

冶じ

展

　
菊
池
一
族
の
お
抱
え
鍛
冶「
延

寿
」の
刀
と
日
本
の
名
刀
を
集
め

て
展
示
し
ま
す
。
刀
剣
フ
ァ
ン
必

見
で
す
。

場
所
　
菊
池
神
社
歴
史
館

日
時

５
月
12
日
㈰
ま
で

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

入
館
料
　
大
人
８
０
０
円
、小
中

学
生
４
０
０
円

問
菊
池
観
光
協
会

☎
０
９
６
８（
25
）０
５
１
３

■
日
本
遺
産
巡
回
展（
山
鹿
編
）

　
こ
れ
ま
で
の
展
示
に
加
え
て
、

山
鹿
市
の
構
成
文
化
財
を
詳
し

く
紹
介
し
ま
す
。
今
回
が
最
後
の

展
示
で
す
。

場
所
　
山
鹿
市
立
博
物
館

日
時

５
月
６
日
㈪
㉁
ま
で（
月
曜
休
館
）

午
前
９
時
〜
午
後
５
時（
入
館
は

午
後
４
時
半
ま
で
）

入
館
料

大
人
２
１
０
円
、子
ど
も
５
０
円

問
山
鹿
市
立
博
物
館

☎
０
９
６
８（
43
）１
１
４
５

イ
ベ
ン
ト
情
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写真２　堀切４・本体底部（g→b）写真４　堀切４・本体北側（h→i）

写真１　堀切４（c－ｂ－a）写真3　Ｇ区側堀壁（a→f）
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今�

回
は
、
神
尾
城
跡
で
最
大
規
模
を

持
つ
、
堀ほ

り

切き
り

４
を
取
り
上
げ
ま
す
。

一
級
品
の
堀
切
で
す
。

〔
堀
切
４
の
場
所
〕
城
跡
の
山
の
主
軸
は
、
東

側
か
ら
西
側
に
延
び
て
お
り
、
図
４
の
様
に

東
側
を
「
天
」
と
す
れ
ば
、
鋭
角
三
角
形
を

逆
に
し
た
形
状
に
な
り
ま
す
。

　

尾
根
筋
の
中
途
が
極
端
に
括く

び

れ
て
お
り
、

堀
切
は
、こ
の
個
所
を
大
き
く
カ
ッ
ト
し
て
い

ま
す
。
Ｆ
区
と
Ｇ
区
間
に
位
置
す
る
事
に
な

り
ま
す
（
以
下
、
計
測
値
は
、
傾
斜
距
離
）。

〔
堀
切
の
形
状
〕
堀
切
の
底
部
は
、
南
側
か
ら

北
側
へ
６
つ
（
ｅ
～
ｊ
）
に
分
け
ま
し
た
。

中
心
部
は
、
本
体
箇
所
の
ｆ
～
ｇ
で
、
帯
状

形
を
し
て
い
ま
す
。
長
さ
15
・
４
ｍ
、
幅
６
・

２
ｍ
～
２
・
４
ｍ
。
北
側
か
ら
南
側
へ
緩
傾
斜

地
で
、
高
低
差
は
、
０
・
８
ｍ
。

　

本
体
か
ら
北
側
へ
下
る
表
側
の
堀
底
は
、

ｇ
～
ｈ
が
、
長
さ
10
・
４
ｍ
、
堀
幅
７
・
５

ｍ
、
こ
こ
は
、
後
世
に
崩
壊
し
て
お
り
、
堀

底
が
不
明
確
で
す
。
高
低
差
１
・
90
ｍ
。
ｈ

～
ｊ
は
、
長
さ
32
・
２
ｍ
。
幅
３
・
８
～
５
・

２
ｍ
、
高
低
差
８
・
81
ｍ
。

　

一
方
、
堀
切
本
体
の
反
対
側
（
南
側
）
に

あ
た
る
ｆ
～
ｅ
は
、
長
さ
３
・
２
ｍ
、
堀
幅
４

ｍ
、
高
低
差
０
・
７
ｍ
。
こ
れ
か
ら
斜
面
部

は
、
ラ
ッ
パ
状
に
開
き
、
ｄ
地
点
か
ら
下
は

絶
壁
に
な
り
ま
す
。
堀
底
（
ｅ
～
ｊ
）
の
全

長
は
、
61
・
２
ｍ
と
判
明
し
ま
し
た
。

〔
小
結
〕
堀
切
の
61
・
２
ｍ
の
長
さ
は
、『
古こ

城じ
ょ
う

考こ
う

』
の
神
尾
城
の
項
の
「
口
２
間け

ん　

流
れ

30
間
の
堀
有
」
と
、
ほ
ぼ
一
致
し
ま
す
。
堀

切
４
の
説
明
と
思
わ
れ
ま
す
（
平
成
30
年
の

５
月
号
・
神
尾
城
跡
⑤
で
は
、
堀
切
２
と
推

定
し
ま
し
た
）。
１
間
の
長
さ
は
、
６
尺
５
寸

（
１
・
97
ｍ
）
と
考
え
ま
す
（
神
尾
城
跡
⑤
に

理
由
も
書
い
て
い
ま
す
）。
す
な
わ
ち
「
堀
幅

が
３
・
94
ｍ
、
長
さ
が
59
・
１
ｍ
」
の
堀
切

で
あ
る
事
を
示
し
て
い
る
の
で
す
。
先
に
述

べ
た
計
測
値
に
見
合
う
数
値
で
す
。

　

堀
切
の
深
さ
は
、
図
２
の
断
面
図
か
ら
、

現
時
点
で
３
・
６
ｍ
。
カ
ッ
ト
と
し
た
尾
根
筋

の
斜
距
離
の
長
さ
は
、
10
ｍ
に
及
び
ま
す
。

図３　断面図（北ー南）

図１　堀切４測量図

図４　神尾城跡　全体縄張り図

図
２
　
断
面
図
（
西
ー
東
）

城
時
代
は
、
も
っ
と
深
く
、
造ぞ

う

営え
い

時
の
排
土

量
は
、
か
な
り
の
も
の
に
な
り
ま
す
。
城
造

り
が
、
い
か
に
大
変
で
あ
っ
た
か
が
、
分
か

り
ま
す
。
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